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イングランドと対等な地位を保っていた。 しかし， 1003年の「同君連合」を経て， 1707年のイ
ングランドとの合同条約百、eatyof Uni∞によって，aスコットランドはイングランドに吸収合併
され， イングランドを存続国家とする「グレート ・ブリテン連合王国Jthe Uni ted Kingdαn of 











































































このように l蜘年代はスコッ トランド経済全体が分析対象とされ 経済構造論的著作が刊
行された時代であるのとは対照的に， 1970・1900年代は分析対象が一つの産業分野に限定され，
精紋な研究成果が目指された時代だということができる。本論の問題関心からすれば， 1970年




















































































































1) r地域」と「国家」の歴史的な相関という視点から，スコ y トランド問題を見つめ
ょうとする本論文の作成は，次の二冊の著作から多くの示ロ友を得ている。渡透尚
『ラ インの産業革命一原経済圏の形成過程』東洋経済新報社， 1987年。渡iき尚 ・









そして lHO1年に現在のアイル ラン ド共和国を含むアイルランド地域が 1801年にイ
ギリスに併合されたいうことである。
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都市総会」 ωwenti∞ofRoyal Burghsll) は，合同条約の第 15条で規定されている産業振興奨
励金の支払いを早期に実現させることを目的にした請願書を国王ジョージ一世や議会に提出
























































































出典:Plan by tJ貯αYIIlSS11αJeTSaIKi Trustees far InproばI若乃:sheriesaIKi M却'lIfaturesin 
ScotlaIKi far the牛plicatiaof their Fw泌，印inburgh，1727， p. 18-19. 
A. J. Warden，ル LinenTIa.たLond∞， 1似 p.446-447. 
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表2172B年一1700年の亜麻製品の生産量と生産価値の推移
年度 生産量 生産価値 年度 生産量 生産価値
(yards) ( f: ) (yards) ( f: ) 
1728 2，183，978 103，312 1755 8，122，472 345，350 
1729 3，225，155 114，384 1756 8，547，153 367，722 
1730 3，755，622 131，263 1757 9，764，408 401，511 
1731 3，891，573 145，657 1758 10，624，435 424，142 
1732 4，384，832 168，323 1759 10，830，707 451，391 
1733 4，720，105 182，766 1760 1，747，728 523，154 
1734 4，893，499 185，224 1761 1，995，494 516，354 
1735 4，880，633 177，466 1762 1，303，237 474，808 
1736 4，538，478 168，178 1763 12，399，656 552，281 
1737 4，721，420 183，621 1764 12，823，048 573，244 
1738 4，666，011 185，027 1765 12，746，659 579，228 
1739 4，801，537 196，069 1766 13，242，557 637，347 
1740 4，609，672 188，778 1767 12，783，043 633，854 
1741 4，858，190 187，659 1768 1，795，437 599，669 
1742 4，431，450 191，689 1769 13，406，125 689，791 
1743 5，061，311 215，927 1770 13，049，535 634，411 
1744 5，480，727 229.365 1771 13，466，274 620，322 
1745 5，536，925 224.252 1772 13，089，006 579，833 
1746 5，486，334 222，871 1773 10，748，110 462.751 
1747 6，661，788 262，867 1774 1，422，115 492，046 
1748 7，353，098 293，865 1775 12，139，683 561，528 
1749 7，360，286 322，045 1776 13，571，948 638，873 
1750 7.572.540 361，737 1777 14，793，888 710，634 
1751 7，886，374 367，168 1778 13，264，410 592，023 
1752 8，759，943 409.047 1779 12，867，238 551，148 
1753 9，422，593 445.322 1780 13，410，934 622，188 
1754 8，914，369 406，816 




JUJ I¥J 輸入 1l:(トン) JUJ I¥J 輸入_l1l:(トン)
1742-46 686 1775 -79 4190 
1755-59 2065 1780 -84 4746 
1760-64 2708 1785-89 4777 
1765 -69 3325 1790-94 6165 
1770-74 3379 1795-99 7045 
出典:A].伽rie，叫IheScottish Linen Industrγin the Eighteenth Cent旧日幻問符脱出 of
expmSl∞，" in L M ClIllen & T.C.白日lteds.， U碍-nrntiveA竿町ts01・‘)cottisharXJ Irish 
&:axmics and Socia1 1古，'stazァ16(X}-1fm， 臼i巾urgh， 1976， p.8. 
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興措置の中で最も重要な;意ロ未をもっていたのは，ハイランドでの紡績工程や亜麻栽培の奨励

































































































程は漂白， 捺染 i受染な どを含むが，18世紀の仕上げ工程の生産性向上に大きく貢献したの
は主に漂白作業における技術進歩であったので ここで さしあた り漂白作業を中心に仕上げ
工程の発展状況を見ていこう。










































































2) P.I Ll3ruvn， f古s臼rァof.x刀tlandー 丹羽 theRevol uti，α1 of 1689 to the G古;srupticn， 184.3， Vol. m. ， 
臼mbridge，1蜘，印.245ー247. スコットランドの輸出大宗である亜麻製品は 1711年から輸出税を課
されるようになった。
3) c.ω1 vin，市eUniOll and the Scottish w，∞11en lndω町 ，1707-17f:IJ' Scottish His臼ri，αd必η旬






4) Il Lenrm.n，ル7丘泊四1・cf古;仰IアofJ従成m‘5cotl81ガ1fXj()-19i百Londα1，1977， p.62.輸出不振の 1710
年代において，スコ yトランドの亜麻製品の販路はほとんど域内市場に集中していた。









構想-P. リン ズィの所説 との対比で-J:fυ1'1 大学『経済学研究~ 53-4・5，1兜7年， i匿名『スコッ
トラン ドにおけるj魚業およびリネン製造業改良の諸理由』について」九州大学『経済学研究』
54-4・5，1銃強，を参照。
7) Patrick Lindesay， Jhe Interest of ScotlarxJω'1Si，ぬred， 阿:thregard to its fXJlice in mplo.片宮of
dぽ戸:w; its 得ricu1tun.ミ its 台直~ its庇町ufaturesarXJ fisheries， Lond∞， 17213，印.i-i. ス
コッ 卜ラン ド経済が直面していた問題を最も首尾一貫して体系的に分析したのは， P.リンズイ




8)Patrick Lindesay， O{J. ciL， p. ii-iv， 1C忠一110，135-138.官ロmsMel vill Weaver， 万1(3白led:nian，
必"'e'Sedωthe戸却Jeof‘5cotlarxi， α羽白血勾anexarinati，ぽ7of argwHJts 幼句x:ed 母~inst the 
附 111m-加7ufaturesofめisJd.J事均丘7a late !XJaιintituled， Jhe intez四 tof ScotlarxJ 
Ga1S1~命cd，&c. Together wi的 aschea far pra!Dtingαr附 Jl，釘 加7lfatures， 臼i巾urgh， 1734， p.7. 
リンズィが製造業振興策の対象として亜麻産業を擁護したのに対して もう一方の論者であるメ
ルヴ ィルは羊毛工業を支持する立場に立っており，両者の間に激しい論戦が行われた。




lO) Patrick Lindesay， op. cit， p. v-xvii 1. 
Il)G.ドナルドスン著 飯島啓二訳 『スコットランド絶対王政の展開-16・17世紀スコットランド政
治社会史 』ー未来社， 1972年， 281頁。 W.フアルガスン著 飯島啓二訳 『近代スコットランドの














13) R.比伽即日 &JB.A.lhv凶s.，source皮xi<:of.x刀ttish&.沼Xl1ic8/払5a:ia1Hiぬry， Oxfo叫 1鰯，
同).70-72.
14)必:sJ.台rjestyJs Patmt far lnproばf事乃:sl巳r1白 arxJM担ufacturesin‘5cotlarxJ. Publ i sh凶 by仕せerof 
Trustωs，出in凶rgh，1727， pp.14-15.北，前掲書， 61頁。「理事会」が成立した当初の21名の管理
委員の名簿は次のようである。即ち，α旧r1es Cathcart Esq，伐氾IrgeRoss Esq， Sir Hugh fulrγrrp1e of 
t'brth上限IWick，Sir Jaras M3ckenzie of Royst仰n，Andre.v F1etcher of岨1100Esq， Pa廿ick匂TIX児1of 
恥nzi.ef:sq， SjγJohn C]ark of Pennycuik，以mcanForbes E叫 σ泊r1es Areskine Esq， Mr. J:加 18S
Paterson of Kirk-town Adv∞ate，官10TaSIope of Ranke i lor Esq，胤mgoGrせ1aCT1of Gorthy Esq， GωIrge 
Drurrnd Esq， ^rchi ba] d M ^u1 ay， Rぬe門:WightIan， Alexander Arbuthnot， Gilbert Stewart， Patrick 




15) W.ファルガスン著飯島訳，前掲書， 17CJ-100頁。「理事会」はその議会制定法によって， i処分権
を委ねられた約三万ポンドの蓄積を 最も将来性のある産業援助のために自由に配分する権限」
を与えられた。
lθT. C.印刷t，qJ. ciL ， (1~) p. 298. W. フアルガスン著飯島訳，前掲書， ω~1 頁。 1707 年の時点にお
いて，スコ yトランドには 66の王立都市が存在していた。その中で規模が比較的に大きい都市
は， lnvemcss， Elgj n， Abcrdcen， ~trosc，臥mdcc， Perth， Kirkcaldy， Sterling， Linlithgo.v， Glお側，
印inb町gh，Haddington， Ayr， Jedburgh， IMrぜ'rIesなどであった。これらの都市はいずれも東北ロウ
ランドやセントラル・ロウランドに分布している。
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17) An飢， A倍 9XJS・Forlnpro凶7gthe乃:sl巴ries， 8JガLinnm雄前ufac白Ireof Scotland， Lond∞， 1727， 26， 













19) Hosal ind Mi Lchison，‘'PatrioLisn and Natiαru Idcnti ty in eight倒 lHγ-centl町Scotland庁， in 




20) R.札臼II脱 1，0fJ. cit ， (l~)印.57-58.関口尚志「イングランド銀行と重商主義 (2)-銀行創設
の社
会的推進主体一J W経済学論集.Jl31-3， 1~ 年， 68-{)9頁。関，前掲論文，九州大学『経済学研
究~ 53-4・5，1銘7年， 370頁。
21) Patrick Lindcsay， op. cIL，同).i i i -v.亜麻産業の振興によって，国内の雇用機会を創出するこ
と，また亜麻製品の輸出から得られる外貨をもって輸入に必要な資金を調達し，それによって
貿易収支の改善を図るという 「輸出重視論j は， リンズィの主要な論拠である。
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お)T.C.印刷t，O{J. c I t， (1~) p. 237-238， 279. 
24)H. Hamil伽 ，O{J. c i t， (1932) p. 7. スコットランド亜麻製品の品質の粗悪さはすでに国際的に悪
名高<. ヨーロッパ大陸市場だけでなく，イングランド市場への進出も困難な状態に陥った。
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して，遠耕地は遠方にある貧弱な土地である。近耕地と遠耕地ではともに，連続耕作の農作法
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1814， p.15.新井，前掲論文， W史学研究~ ，第 1∞号， 154頁。スコットランドの前近代的土地所
有制度の下では，土地所有者の権利が明文的に規定・保護されていたのに対して，テナン卜の
借地権は法律上ほとんど保証されず 極めて不安定な状態にあった。
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op. cit， (1%3)， p. 1:見.スカチング機械の使用によって，準備工程での生産力が大幅に上昇し，
さらにこの作業の退屈さもかなり緩和されたので 準備作業に従事する労働者がかえって増加
してきた。そのため スコットランド産の亜麻原料だけでなく バルト海地域から輸入された
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原料さえも域内で準備・加工できるようになった。
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価格水準(pcryard) 製品品目 備考 (d :ペンス)
5 1/2d -7d 
7 1/2d - lld 
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世界』 昭和堂， 1鰯年， 100-123頁を参民
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に介入しようとする亜麻布検査制度を確立するために 前貸商人の亜麻産業における影響力を
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利用しなければならなかったのである。
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に応用され，硫酸の大量生産が始まったのはイングランド人 JぬnRぽ buckによるPrestor明 nsでの
硫酸製造場の設立まで待たなければならなかった。
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羊毛，亜麻，綿などの繊維製品の品質が大いに引き上げられ，繊維工業の発展を中心とする産
業革命の勃興に促進的な役割を果したともいえる。
71) Ibid， p.19:よIllustration37を参照されたい.阻ωs札 Wolff，0fJ. cit， p. 14&-146. John臥ltt& 





72) T. M. ~v ine， 7he Td庇mμrds， 1975，印inburgh，p.40.John臥lLL& K日間LhPonLl間伐15.，op. ci L ， 
印.8-9. A]. lri e， 0/]. ci t.， 印.31ーあ， 16イ7，~五. Pat Hudsα1， “Financing Fin， 17時 1850"，in 
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第2章 プリティッシュ亜麻会社の設立過程と経営基盤
1概観





















































ミルトン卿の企画の下で， Iエディンパラ亜麻組合企業JEdinburgh Linen c籾口neη とい
う事業団体が174年7月に設立された。η 事業の目的はエディンパラ市内およびその周辺地域
でのキャンプリックと亜麻製品との製造業CarrbricandLinen rmnufacturesを促進することに
あったof!J 1ロf250で， 00ロの持分からなる f20， cxx)の資本金募集はエデインパラとロンド
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人数 % IIJ資制 % 
i立政.J也L 25 31.6 21400 43.5 
商 人 17 21.5 11450 23.3 
法律関係者 14 17.7 5400 11.0 
税務行政官 5 6.3 2000 4.1 
そ σ〕 他 8 10.1 3900 7.9 
不 日月 10 12.7 5000 10.2 
A rI 79 100 49150 100 

































Allωance of the neat SlUTI of Two 問rcentper anrllUTI∞the sales that shall beぬdeby the ω耶叩y
を受け取る。最後に取締役会の業務執行に対する報酬として年間売上総額の1/加が取締役会
に支払われ thereshall then be paid to the ωurt of Oirectors， .・，the SLUTI of CXle half percent 












(単位:人数、 f. ) 
年 月 Fl 出資者数 先行金額 {在告制 払込傾 未払金額
1746年9月17日 79名 49，150 
1747年12月25日 91名 54.600 21，840 
1748年12月25日 105名 59.700 41，790 27，716 14，074 
1749年5月25日 106名 61，100 42.770 36.024 6，746 
1750年5月19日 111名 64.900 45，430 39，791 5，639 
1751年5月19日 121名 68，500 47，950 43.736 4.214 
17521ド5Ji1911 128?'， 70，600 49，420 46， 106 3.314 















表 3 s L Cの借り入れ総額の推移
(単位:f) 
年 月 日 債券の先行額 約束手形の発行額 ロイヤル銀行からの借敦 借り入れ総傾
1748)ド1Ji 13日 2.416 17.656 
1749年 1月16日 8，842 8，900 4，175 21.917 
1749if-5月25日 10，103 1，800 1.048 22，951 
1750il'-5 n 19日 14，607 7.240 2，998 24.845 
1751年 5H 19日 21.297 15，536 2，688 39，521 
1752iド5月30日 27，646 18，464 1.654 47，764 
1753)1'"-5月30Ii 35.913 18，824 3.175 57.912 
1754)ド5J J 301 27，626 27，520 1.545 56，691 
1755{r 5 JJ3011 23，856 22，517 1，750 48.123 
1756{1 ~ 5 JJ3011 19.765 20，904 4，120 44.789 
1757 )1'. 5 J J 301] 16.636 46，860 4，650 68，146 
1758)1二5J J 301 17.826 35.695 5，610 59，131 
1759年 5月30日 17，226 33.158 6，120 56，504 
1760年 5月30日 15.035 24，337 2，750 42，123 
176Iiド 5J130 1 12. 162 19， 105 2，200 33，467 
1762年 5H 30日 6，576 13，130 2，360 22.066 
1763年5月30日 7，500 12，163 2，471 22.134 
1764年 5月30日 11. 569 7，878 549 19.996 
資料:Journal Letter of the Oaily Transactions of British Linen Company B.S. 







































について，特許状で;欠のような規定がある。①会社業務を執行 ・管理すること forthe 

















































































































































































表 4 8 L Cの取扱製品一覧
原 材 車斗 良質亜麻布 粗製亜麻布
Lint seed Lawn Osnaburg(Edinburgh) 
Ash Cambric(Caroline) Checks 
Russia Flax Holland Harden 
Dutch Flax Cambric Hollands Tick 
Dutch Tow Diaper 
Linen Yarn 
Cambric Yarn 
tJ~f 典: J ournal Letter of the Daily Transactions of the British 
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はそれぞれ 7日ポンド 駁)ポンド 引)ポンド lま氾ポンド 日泊ポンドであった。そして支
配人のマ力ロ yクピトンドはそれぞれ 1500ポンドの持分を引き受けていた。
:mcro口町ofせleBri tish Linen Caqxmy， p. 9， 15.
38)恥 RuJesand砂王asrsof the Bri tish Linen Q湾問tr.17 Sep. 1746，印.6，1-12. 
39)印arles A M3.1col町0/].ciL， pp.2∞，205，2'ω
ー
210. アーガイル公は 1746年から 1761年までBL
第 2章プリティッシュ亜麻会社の設立過程と経営基盤 57 
Cの総裁を，そしてミルトン卿は 1746年から 1766年まで副総裁を務めた。
40) lbid， p.9. 
41) lbid， p. 9-10，17，27-28. 会社役員が職務上の権能を利用し親類縁者のために利益を計った
例は特に多かった。例えば， BLCのサンクト・べテルプルグでの亜麻原料仕入れ人のアラン
Jaras Allanとシャープ Wa1ter Sharpは初代取締役のT.アランと Aシャープの息子であり，ロ
yテルダムでの亜麻原料仕入れ人のクローフォード.JamesCrawfordは同じ取締役の P.クロー
フォードの実弟だったのである。
1¥2) Jhe Rul es arXJ砂加ぢ ofthe企"].tish Lintn u耳KJly， 印.6-8.





史学~ 47-3， 1鉛l年(同著『ラインの産業革命一原経済圏の形成過程』東洋経済新報社 l兜7年，
12ト141頁)。
45) A. J加rie，0/]. cit， (1979) p.140. 




47) A. J lIrie， O{J. ci t， (1979) p. 122. 
48) lbid， p.13. 粗製亜麻布の製織事業が最大規模に達した時，マカロックの直接な指揮下にい
る織工の数はヨ犯人弱であった。
49)1佐TJlJtesof court of n丘町ぬrsof the Bri tish Linm a耳KJly， ct t.2 1746. 
fJ)A. J Durie， O{J. cit， (1979) pp.122-123. テ・ューリーによると，新種の組製亜麻布として導入さ
れたオスナブルグOsnabur悼の生産はまだ実験段階にあ 1)， しかもその生産活動が地理的に
大きく分散し，織エへの指揮監督が比較的に難しかったため 委託生産方式が採用された。
51) lbid， p.12~. 
52) Minutes of臼Irtof庇r町旬間卜-bv.261746， Jul. 9 1747. 





54) A j.伽rie，O{J. ciL ， (1979) pp.124-125. 
5)紛1utesof 臼utof庇r町臼r習缶p.181746.CAMal∞1m，伊 CiL，印.17-18.
56)紛1utesof白utof庇r町向巧Sep.18 1746. 
57)動 vtesof 御舟町攻泊五"(sof the 白JeTal 白~~.2 1747.姐nutesof白 .rtof助町白ni;Apr. 9 
1747， Apr.12 1753. C.AMal∞l川明cit，p.39. 
~)j伽vtes of臼 JTtof庇r町臼r耳 トbv.2617/16，比lT.261717. John Buu & Kαmeth P，∞ntings 
ωs.， O{J. cit.， p.2. 亜麻布のロンドンや/'¥ールレムでの委託漂白業務は主にロンドンでの販
売代理人(後に支庖支配人)や大陸の原料仕入れ人によって担われていた。
59)船1ut白 ofthe丹夜放dingsof the 白JeTal 白~缶p.7 1747. 
ω) c.A Ivnl∞1m， qヌciι，p.2:37. A J臥rrie，O{J. cit ， (1979) p. 129. 
5l)組問tesof臼utof庇I官加~J肌 16 1747. C. A Mal∞1m， O{J. ci t， p.2:37. 17fJJ年にBLCの資
本参加でマカロ yクとドイグぬvidfuigは共同で亜麻原料や糸の加工場 YarnStaplerγ を設
立した。それからの原料や糸の準備工程はほとんどこの作業場で行われるようになった。
ö~) i\. .JD，lrie， O{J. ciL， (1979)11. xi-xi i. 
日)N. s. larte， ‘Ihe rlse of protectiα1 and the Fnglish linen trade， 16ω-179)" i n N. B.I担比e& 






64)肱nutesof臼JTtof庇rをどぬr可!¥pr.2 1747. ロンドンでの販売開拓は亜麻製品卸売商人 linen
出ヨ閃rと輸出商人 eXfX)rt(肥rc凶ntを対象に行われていたが， グラスゴクは販売対象がほとん
ど植民地物産の輸入と関係、のある商人に絞られたことは注目に値する。
65) c.A Ma1 colm， op. c i L ，同J.25-26， 162-163. 
fi) Jbid ，即.46-47.J札SolLON “Scottish Traders in Yirginia， 1750-1775"，丘溜XI1licHis加ryNevie概
Yol. XI，トh1.， 1959， p. 85-86. 
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6η紛 7l1tesof 臼utof庇r町向s; Apr.2 1747. 
回:)Ibid，告p.10 1747.ロンドン支庖管理人keeperof wareh∞se in Lond∞として雇われた N.チャ
イルドの職務は，ロンドンに送られた亜麻製品の販売を指揮，監督すること toi nspec t and 
direct the回lesof c∞胆ny's gα対sat Lond∞にある。
69) Ibid， M:ly 18 1749. C. A Ml1∞1m， op. ci L， p.27. ロンドン，クラスゴクの他，エディ ンパラ
の港であるリースLeithにも 1750年に卸庖舗 wareh∞seが設置された。
70) c.A M:ll∞1m，伊cit， p. 2fr-27. A].臥rrie，p.5. 






72) A ].lrie， "Contrasting臼reers:The F irst ~ers of山 BritishLinenωrpmy， 1745-ぽXJ'，in 










74)必脱俗 ofthe乃改攻泊7gSof the臼砲-al白Irts;J肌 61763. C.九Mll∞l川0fJ.ci t ，同).55-57.
75)Aよ臥.rrie，0fJ. ciι， (1ω5) p.お&-239.





























1746. 1l. 26 Iハイランドでの紡績生産が開始する。
1747 . 04. 1 7 I約束手形の発行による資金調達が開始する。
1747.09.07 Iサルトン漂白場が設立され 自社漂白生産が開始する。
1747.09.10 I亜麻製品購入の代金支払い手段として，約束手形が発行される。
1747 . 08. 13 Iロンドン支庖が設立される。
1747 . 1l. 20 Iロイヤル銀行から融資される。
1749.05.18 Iグラスゴウ支庖が設立される。
















































































02.07， 04.24， 08.09， 11.16， 12.1 亜麻製品製造業者への現金貸
し付けと手形の割引が行われる。
会社の金融支庖 cashofficeの営業が開始する。営業時間は午前 9時



















資料 Minutesof the Proceedings of the General and Quarterly Cou吋sof the B門田tishLinen Com-
pany Commencing September 17th 1746， Edinburgh. Dec. 1 1746-Mar. 2 1772 
Minutes of Court of Directors of the British Linen Comρany. Aug.2 1746-Feb. 11 1768. 
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えつつあった原料を加工するために， BLCは「漁業・製造業理事会j政泊rdof TnJstees for 
























































































































































































































































































































































































たのであった。 しかし， この時期の財務状況を一瞥すると ，粗製亜麻布の好調な売れ行き
を軸どした売り上け'高の増加は，必ず しも会社の財務体質の強化に好影響をもたらしていな
かっfこことが分かる。表2で/]ニ、されているように， 1754年までは商品の販売実現による 受け
表2 BLC主要資産構成 (単位:E) 
布良在質庫亜麻A 粗布在製亜庫麻B 受取手形 資産総額 A/O(%) B/O(%) C/O(%) C D 
1748年 6.028 420 5，431 44.712 13.4 0.9 12.1 
1749年1) 10，379 3，591 14.363 74.129 14.0 4.8 19.3 
1750年 12.826 1.872 24.110 89，853 14.3 2.1 26.8 
1751年 17.646 3，277 22，051 105，300 16.8 3.1 20.9 
1752年 23.447 2.869 36，452 117.344 20.0 2.4 31.1 
1753年 26.383 2.479 46，104 130，785 20.2 1.9 35.3 
1754年 21.221 183 46.059 134.342 15.8 0.1 34.3 
1755年 18.835 1，048 35.332 124.745 15.1 0.8 28.3 
1756年 17.924 2.334 29.363 117，272 15.3 2.0 25.0 
1757年 13，980 1，377 27.863 119.892 11.7 1.1 23.2 
1758年 11 .691 2，099 37.042 137，496 8.5 1.5 27.0 
1759年 11. '178 1 .275 36，313 149，092 7.7 0.9 24.4 
1760年 15.161 1.412 35，495 149.692 10.1 0.9 23.7 
1761年 18，411 535 35.700 167.497 11.0 0.3 21.3 
1762年 13.601 1，433 35，767 172，708 7.9 0.8 20.7 
1763年2) 17，768 150.714 11.8 
1764年 1，351 17，318 149.624 0.9 11.6 
1765年 94 12.375 169.213 0.00 7.3 
L 一
出典 :Jourηal Letter 01 the Daily Transact/ons 01 the Bnush Linen Comρany， 1748-1765 























表 3 各販売拠点における総売上高と利益率 (単位:f.) 
総売上高 総利益 利益率(%)
エデインパラ(1747-1762) 149，458 28.022 18.9 
ロ ン ドン(1748-1762) 189.153 2.044 l.1 
グラスゴウ(1749-1759) 32，737 962 2.9 














券の発行による資金の調達をもって，日 問題の解決を図ろうとしていた。 しかし， この二つ
の方法Ijl ¥ずれも多額の利子費用がかかるものであった。利益の見込みがまだ不透明な時期
において， BLCはほかのより利子負担の少ない資金調達;去を探 tJ出さなければならなかっ
た。そ こで支配人のマ力ロ ソホと卜 y ドは設立特許;1犬で盛 tJ込まれたもう一つの特権一牛形




表4 BLCの借り入れ総額の推移 〔単位:金額ポンド(f:)J 
年月日 債券の発行額 発約束行手形額の ロイヤル借銀行入からの 借入総額
1748年 1月13日 2.416 17.656 
1749年1月16日 8.842 8，900 4.175 21.917 
1749年5月25日 10.103 11. 800 1.048 22.951 
1750年5月19日 14，607 7.240 2.998 24.845 
1751 年5月19日 21. 297 15.536 2.688 39，521 
1752年5月30日 27.646 18，464 1.654 47，764 
1753年5月30日 35.913 18.824 3.175 57.912 
1754年5月30日 27.626 27.520 1.545 56.691 
1755年5月30日 23、856 22，517 1.750 48.124 
1756年5月30日 19，765 20，904 4，120 44.790 
1757年5月30日 16.636 46.860 4.650 68，146 
1758年5月30日 17.826 35，695 5，610 59.131 
1759年5月30日 17.226 33.158 6.120 56.504 
1760年5月30日 15.035 24.337 2.750 42.123 
176]年5月30日 12.162 19，105 2.200 33.467 
1762年5月30日 6，576 13，130 2.360 22.066 
1763年5月30日 7，500 12.163 2.471 22.134 
1764年5月30日 11 ，569 7，878 549 19.996 
一資料 JournalLeller of lhe Daily Trallsaclions of the Brilish Linen Comtany B-S. Archive of 




のを除いて，羽 f20，f 10， f5の方はいずれも利子の負わないものであった。そのため，約
束牛形の発行をもって， BLCは資金調達に必要な利子負担からある程度解放されることが
できた。利子負担が少ない という点は，m特に後の約束手形の発行総額の増大に重要な意ロ未





























良質亜麻布の販売不振を予想して BLCは早くも 1753年 1月に良質亜麻布の生産停止に



























2) S. G. Oieck 1 and， 0fJ. c i L， p.%.資本規模だけではなく，亜麻製品生産高から見ても， BLCは他
の事業体よ (J際立って高い割合を占めていた。











6)姐nut，俗 of似 IrtofD立町臼rsof the企':itishL丘JefJU耳El1Y， QL. 2 1746. 印inbw・~1WurT1aI1 t，以:し 16
1716. 
7)必叉Jtesof臼Irtof D立前向r古品p.181746. 
8) Jbid， Ju1y 9， Scp. 10， 1717， C.A.比は∞l叫伊cit，印.20-21. 1757年までにBLCの管理下にお
かれていたノ¥イランドの紡績拠点は次の諸地方町に点在していた。即ち， c町別Rrty，Ki比wall，
以>moch，lJin印刷1，W i ck， Ta i n， 1必 hbron， Lochcarr∞， Glemuris切などであった。
9)ド.肌 lrcnclbm， 0fJ. ci L 飯塚正朝，前掲書， 211-215頁。必7l1tesof 白 Irtof庇r官白r.s;~.22 






10)船冗Jtesof臼Irtof庇I官印I可 June21 17fj. D.ドイグとの合弁事業契約の締結によって，準備
と紡績生産に関するすべての業務活動が ドイグの管理下に移るようになった。
1)駈nutωof伽 ρr邸側白羽'Sof白白7erolarXJ rJ;arterly白 Irts， 印i巾ぽgh，Sep. 7 1747. C. A.刷∞i叫
「平).C Jt.， p. 2.17. サル卜ンはミル トン卿の領地であリ，そこでミルトン卿は割安の賃借料 Tack
IAlty (1エーカー 20s.の年率)でBLCに土地や建物を提供しただけでなく，生産設備の購入や労
働者の雇用に必要運転資金も年 f7. 1Os.の利子でBLCに貸し付けていた。
12)佐nぽ白 of白Irtof庇r町向r苦決p.13，トbv.22 17fj. 
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15) Al ex. .T Warden， op・cit，1%7，印.452-453. C.A Mal∞1m，伊cit， p. 20， 53.
16) AJ仇riC， OfJ・cit.， p.151. 
17)S. G.印民klaliJ，0fJ. ci t.， p. 57， 59.北，前掲書， 1錦5年， 72，127-128頁。
IS) Illeuli 1 Lon， O{J. c i t.， (日胤)， p.79. jヒ，前掲書， 18，61頁。
IY)C. A. ~I col町中tcit.，阿).Z~-2tJ， 34. 北，前掲書，ほj頁。
20) Ibid， p. 25-26. 
21) Jblは， p. '27. ロンドンでの販売活動は主に委託販売によって行われていたが，支配人のトッド
は常にロンドンやイングランドの繊維生産に従事している主要な地方都市や貿易港に赴いて，
そこで顧客先を問拓するに当たっていた。
[2)姐nutesof臼Irtof庇r官加問附)V.お 1746，;¥pr. '2 1747，性Ly:3 17日).
お)Ibid.，決p.10， 1747. A. J.臥J.rie，qJ. ci t.， (1979) p. 128. ロンドン支庖の経営管理にあたっては，
|百lじリンネル卸売商のチャイルドf¥lathialαlildが支底管理人 k∞pcrとして，年俸eEl∞で雇わ
れていた。
24)位nutl釘 of臼Irtof 1立町ぬrs， ~y 18 174~. グラスゴウ商人のジョンソン Jarrcs Johnωnとコー
クパン Rohertco 1 qu加山lはグラスゴウ支庖の販売業務代理人agentとして雇われていた。
25)第2章の図 1Iプリティッシュ亜麻会社の事業構造」を参照。







28)組制笛ofthe臼砲alam OJarterly白 I1:S， July 5 1762.この時期に原料の輸入販売を始め，
準備，紡績，製織，漂白生産の各事業部門はすべて独立採算になっているため，各部門の間に利
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益や損失の相互補填ができることは注意を要する。
29)カIlTJ[1]Letter of the J1J.ily 1泊n.ぽ tilα1sof the Bri tish linm a耳"Olly1748-17ω， 1748年一1759
年までの貸借対照表を見ると，各年度の棚卸し資産の中に亜麻布は金額的に，亜麻原料や亜麻
糸などの商品より際立って高い比率を占めていることが分かる。
30) lbid).この時期の会計帳簿の中に，粗製亜麻布coa.re1 i nenと良質亜麻布 finelinenというニ
つの商品項目があるが，それらはまだそれぞれまだ 10項目以上に分類されている。
:31)肋 utesof the白7eT8landα.l8Tterly臼Irts;May1 1747. イングランドやその支配下にある植民
地市場での各国・地域の亜麻製品の競争関係については，馬場哲，前掲論文， w土地制度史学』
第l口号，脱却5年， ，1-9頁を参照されたL¥。





;口)佐町tesof臼Irtof庇r町抱月~ April 2 1747. 
J1)刊叩凶枇Truxes，Iri・幼~Alærican TI草色 1 fm--1783， C訓uridge，1蛾，卯.ぼ〉一181.
35)佐nutesof the臼砲a1and am-terly白Irts;~. 5 1759. C. A. Malcolm， 0fJ. ci t， p.日.製品価格の
引き下げや信用供与のほかに， ["コーヒーハウス」∞fa-村山、切で取引先と商談を行うことも必要
のようであった。






調で比較的品質の低し 1 ものは、船員或~ ¥はジャマイカでの砂糖栽培，ヴァージニアどメリーラン
ドでの煙草栽培に従事していた黒人労働者の作業服生地に当てられ、地味で比較品質の良いも
のはヨーロソノ《からの移民たちの衣服や日常生活用品として使われていた。
;氾)f¥. J. lIrie，中cit，(1979)印・lJトs2，148-150， 155. 
39)佐町防 oftJ貯臼砲raJand am-terly臼 ITtS， June， 5 1749. 
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4O)T. M 除vine，“恥Co1∞ia1Trades and Industrial Investrnent in Scotland， c. 171∞-1815ぺ丘溜xmic








41)組nutesof臼Irtof庇r官加問Apri1， 12175:3. A J伽rie，0fJ. ciι， p.130. 山田勝 『近代イギリ
ス貿易経営史j] ~IJ 成社， 1~1 年， 135-137頁。スコ yトランド域内での亜麻製品取引だけではなく，
当時大抵の輸出入貿易の製品代金の;夫済期間は 6力月になっている。
42)組問郎 ofthe臼JeTaland r1nrter ly courts， ~. 3 175. 1755年3月に提出された営業報告書に
よると， BLCが植民地商人に与えた最も長い信周期間は 21カ月に達したようである。
4:~) 石坂昭雄・書永欣三郎・諸田実・山下幸夫著『商業史』有斐閣， 1鍛)年， 136-1:37， 145頁。
4)姐nut，出 of臼Irtof D立町臼r訊uι217SJ， Apr i 1，2 1753， reb. 20 175. A].臥lfie，正和 ciL，p.130. 





46) A ].Wardcn， O{J. ci t ，印.370-371，飴村記5.馬場哲，前掲論文， w土地制度史学』第 113号， 1鰯
年， 1頁。 171:1年に良質亜麻布ケンブリク m仙ricに対する関税賦課が実施されてから， 174!う年
にまたケンプ1)クやフランス産のロン lawnの囲内着用禁止令が議会で通過され，外国産良質亜
麻布の輸入は法律的にほぼ全面禁止の状態にあった。




48) A J.ltrie， O{J. ci t ， (1979) p. 128. 良質亜麻布も輸出向けの品揃えの調達対象になっていたが，輸
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出向けの主力商品は依然として組製亜麻布であった。
4~)動'Utesof臼JItof助町tars，J¥pr. L 1747.組nutesof t1貯白溜翠1arxi OJa.rterly臼~May 1 l747. 
;jJ)必nutesof伽Irtof n立町臼ほJ¥pr.12 1753. 




52)働 'Utesof the臼砲ralarxi a.m-terly ω~ July 4 1757. ロンドンでの販売活動の低収益問題が
17日年代後半まで続いた。
日)/bid ， Sep. 7 1747.短期資金の調達にあたって， 当初は当座借り入れ凶'JTONing・・・叫刀1
。bligaLi∞lXlyobleaLα1e Jays JaLeが講じられたが，それは繁雑な手続きを要する方法で， しか
も利子が高くづくものであった。当座借り入れとし 1う方法は後に債券00n也の発行に切り替え
られた。
51)ぬrtcrof the伽 'tishμ'naJα碍l3I1Y， 出inburgh， Scp. 17 1716， p.1-1.特許状での規定によると，
BLCは手形，債券の発行や借り入れによる資金調達…Lo凶keup ~ey LI戸川 Bills，政)I1ds，or 
助li~Lions の特権が与えられている。
5)姐nutesof the白7eT8.iand a.m-ter ly 臼~ ~. 5 17m. 
日)船1l1tesof白Irtof庇r町向I可決p.lO1747. B L C発行の額面.f1∞の約束手形は法定利率以上の
利子負担を負わないことになっている。





59) ^-J. Wardcn， 0fJ. c iι， p.臥う.亜麻布の輸出に対する補助金の付与は ]754年4月6日をもって期限
j前了となる。
印)蛇即tesof臼Irtof IhI町ぬr可Dec.20 1753. 
61) Tbid， Jan. 18 1753. 国内の販路閉塞に加え，輸出向けの良質亜麻布の販売状況も植民地貿易の
不況に影響を受け，低調に止まっていたようである。
62) j白'd.. ，ぬc.20 175:3， Jall. 17 1754. 
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ウ商人と協力態勢を組み，在庫製品を売り さばくことなどであった。 aそして 1754年1月 17
日の取締役会で，輸出向けの亜麻布£ヨ犯を買い付ける場合に一反当たり 5ぺンス， f 1C削以
上を買い付ける場合に7.5ペンスの割増金 Prfiliurnを与えることも決議された。 3 こうして，
自ら輸出活動に乗り出し ながら，取引先側に長期の信用期間や割増金を与えるなど，様々な販







































早くも 1756年4月にロウランドの主要な織布生産拠点で 488名の織エを確保し， lS 輸出再開





の生産に絞っていた。 iη 国内市場に目を転じたこ の頃 BLCは綿紡績や綿布の捺染事業さ























































































































































































































を背景にして，その販売事業を拡大する努力は一応成果を収めることができた。 しかし， 1700 
年代初頭に入ると事業活動の行き先は再び陰 t)が見え始めた。英仏7年戦争が終局を迎え，
軍服需要の減少によって粗製亜麻布の売れ行きが再び落ち込んでいったのである。剖こう






































図2 1761年一1770年の収益構造の変化 単位 :f
~ 収益総額 亜麻事業収益本 利子収益梓
17tH 段対J~ 5ω4 675 
176ア略
1763 
1764 日83 126 4臼7
1765 仏20 346 4074 
1766 4720 lω4 3626 
1767 3138 l飴 '3.)72 
1768 Z調:)5 3 Cd02 
1769 3ω5 。 3ω5 
1770 2713 56 お8:1
出典 :Prof'i l e!J1U Loss八CCOl!J1L， 176ト170. (Frαn j佐nu郎 of自白7emland 
()Ja.rter ly臼r旬 、lul.;:)1762， 1)c'C. J 17か1，匂p.2 176¥ Scp. 1 17侃，























































































































な阻害要因となっていた。 この問題に対応するために， BLCは 1763年にスコントランド独
自の金融制度である「任意選択権」を導入したが，由それは結果的に一時凌ぎの措置としてし
か役立たず，資金不足の問題が依然として続いた。最終的に金融業務の一層の拡大に必要な
資金を捻出するために BLCは 1767年と 177:G年に次々と資金運用の重荷となっていたハイ
ランドの紡績事業とサルトン漂白場を整理・清算することに踏み切ったの。由 1772年のサル

































事業J言動の展開によって，紡績活動を 中心とす る亜麻製品の生産活動がハイラン ドまで
及んでゆき ，それを契機に して/'¥イランドもロウランドと同じ経済利害のもとに置かれ
るようになり，両地域を合わせて一つのまとまりを持った社会的分業体制が， iスコ y
トランドj という地域とし て姿を現し始めたのである。この意味で 合同後スコットラ
ンド社会で進行し た変化過手呈は イングランドによるスコ y トランドの同化過非主だけで
はなく，こ れに並行するロウランドによるハイランドの統一過程の二重過程であったと
言 7ことができるであろう。
ところで「スコ y トラン ド原経済圏」の形成という仮説を検証する際に， ここで一層重
要な竜味を持つのは，イングランドどスコッ トランドとの合同体制が安定軌道に乗った
1740年代中葉から，スコントランドの亜麻製品が生産量，生産額ともに，年々大きい速





















1)組問tesofα町 tofD立民・加rs， Mar. 21 17&1， トむV.t '117&1， Apr. 1 1755， Feb. 17 1757， Apr. 28 1757， 





2) / IJ id， l:t-c. 20 17f):~，八pr. 27 1758.働 U郎 ofthe臼砲ra1and ()Jarter ly臼uts， ~r. 3 17日.
A. J， IAJrie， 017. (;iι， (1s)7Y) I ~linhurgh， IY7Y， (11. I:~O， 1:12. グラスゴウ商人に輸出向けの亜麻布販売
を引き受けさせるために， BLCは製品代金の支払い手段として無担保債券 linendebenture 
を認める一方，取引先に 16.18.20カ月の長期信用期間も与えたようであるυ
第4章プリティッシュ亜麻会社からプリティッシュ亜麻銀行へ 1m 
3)必nutesofωIrt of D.丘町臼r.s;Jol. 17 1751.亜麻布一反 pjeceの長さ 13ヤードに当たる。
4) Jbid， Jan. 23 J 755， Apr.27 1758， Nov. 16 1758. この日の取締役会の報告によると，ジョンソン
l訓附 Jぬn以)11とし、うグラスゴウ商人はアメリカ値民地貿易の失敗のため， BLCに総額
f21¥αX)にも達する債務を負っている。
5)組nutesof tJ貯白JeTBland ()Jarter ly臼Irts， ~. 3 175. 帆布のほかに， 1754年4月から 175.5
年末までの期間に， Di司:>ers，lbvlas， Edinburghこの三種類の囲内市場向けの亜麻布が生産され
ていた。







代)地nutesof the 白 7eIaland ()Jarterly wurts.， JuneL:3， 17日，July:3， 17;:)7. Minutes of court of 








1) S. G. O1eckland， op. ci L， p. 1日)，28.
12)必nutesof 御伽7eTaland ()JarterJy Wurts， Mc1r. 3 j 75. 
13) Jbid， .Iun. 23 175. 
(4) A. j. Wardcn， O[J. c i t， p.邸5.雌nutesof臼Irtof庇r官加r.s;i¥pr. 6 17fY;j. 17%年6月24日に再開
された輸出補助金は 14年間を期限とするものであった。




織布労働力を再調達するのはきわめて困難なことであった。 1745年末から fulkeith， 
Mussleburgh， Kirkcauly， Ilmdt'e，八rbr，ωth各地方拠点で捜し回った結果， BLCはようやく生
産再開の時点で .188人の一年契約織エを確保することができた。
16)大野真弓編，前掲書， t987年， 191-19'2頁。
17) !J id， Mar. 3 175.帆布の輸出に際して，1エル 011当た 1)2ペンスの補助金が与えれていた。
18) Ibid，綿紡績と綿布捺染のほかに，ガウンga.vn，家具用のチェック生地 fumi turc O1ccks， 
縞生地 SLrir犯おの捺染事業も新規参入の対象として考えられていたの
19) S. D.チャ yプマン著佐村明知訳，前掲書， '21頁0





22) Jbid，トeb.L() 17日.生麻布の敗売不振と不良債権の問題でグラスゴウの販売業務が 175-'1年に採
算事IJれとなったため 取締役会は同年にその支庖を閉鎖することに踏み切った。なお， 1758年
4月にト ッドはグラスゴウ支庖の再設立を提案したが 無駄な経費使いを恐れてト yドの提案
を否J夫したのである。
お)lbid， Dec.2 172s. J船1utesof the臼1eT8larXJ (J;arter ly白Irts，Dec. 6 172s. 
24) Apr. 28 1757， J u 1. 281757，恥c.291757. C.A ~lco1川 0fJ. cit， p.47.トッドは特に北アメリカのメ
リーランド，パージニア，力ロライナや西インド諸島での販路開拓に力を注いだ。
25)紘nutesof臼Jrtof DiI町臼n;;July 5， 1Xx:.30 1756. May 12， Junc 2， July 28 1757. Mar.2， 




お)Minutes of的。伽 leraJand (JJarterly臼Irts， I.'oh. I g 17f>g. 
幻)A. J ]Alriド， (れ('/1. ， (]州日)[l. Z抗 2:桁.





ンダーソン 八1ex<mder J¥nder以別と共同して， BLCのロンドン販売代理商を務めていた。
30)自社直営の作業場の実態に関しては，第2章第4節を参照。
31)伽 utes01'臼Irtof庇r官印I百 Feb.81759. A J.Ilrie， qJ. ci t ， (1鈎5)，p. 237. 
32) !bid， Fcb. 8 1759.そもそも粗製亜麻布を製造するには高度な技術がを要しない一方，市場競争
力としては品質よりも価格の方がはるかに重要であった， とトッドは強調していた。
:1)姐nutes01' 白白Jeraland (JJarter ly白 Irls， .J u 1.4 17S7. 
31) Ihid， Jul. 17 17出.
;日)Minutes o[ the白疋ra.J8Iχi(JJarter ly臼Irls， .lu 1. 5 17ö~. 自己勘定で on solc eiC似 lnl製品を調
達するというのは， BLCが全額出資で製造業者に亜麻布を生産させるか 或いは直接製造業
者から製品を仕入れをするか， ということである。
36) Minutes 01'臼Irt01' D立町向巧ぬv.2917日.ヤング GωIrgeYω19はcru閃「如沼usの亜麻布製造業
者であった。 BLCと契約関係に入る前に 彼はすでに自らロ ンドン向けの販売活動を行ってい
とが，この年にそのロンドンでの委託販売先が相次いで破産したため BLCとの合同販売契
約を申し入れたようである。






~9)組問tes 01' the白Jeraland (JJar担rlyCaIrtS， Ju1. 5 1762. 





1 )佐nutes01'臼Irtof D丘町臼rs， f<'eb. 8 1759.自己取引とし 1うのは， BLCは自己勘定で亜麻製品を
調達し，さ らに自己勘定でそれを販売することを指すものである。 したがって， この場合に製品
第4章プリテインシュ亜麻会社からプリティッシュ亜麻銀行へ 1(X) 
の生産と販売過程で生じうる危険はすべてBLCが背負うことになっているのである。
12)姐即tesof the白7eT818lXi ()Ja.rteIてly似 Irts， J ul.5 1762.亜麻布の調達，販売活動が全面的に「合
同販売J方式に切り替えられたのは 1762年7月以後のことである。
43) c.A Malcolrn，伊・cit，p.31. ミル卜ン卿は 1751年中頃の取締役会で，ハイランドでの紡績工たち
が会社の利益を生み出す源泉であるという見解を示している。
小1)組問邸 ofthe白Jeral8lXi (J.o.rterly白Irts，.Im 7 1756， Jul. 5 1762. 採算が合わな~ ¥亜麻糸の在
嘩問題が初めて議題として提出されたのは 1762年の出資者総会であり，それまでは亜麻糸の生
産事業がはとんど問題視されなかったようである。
1日C.A Mal∞比qJ.ci L， p.31，日.九j. lIrie，伊 cit ， (1979) pp. 116， 125， 136.ハイランドでの亜麻
糸生産事業だけではなく，良質亜麻布キャンプリク白山ricの製織活動を通仁て， BLCは「理
事会Jや「王立都市総会Jから多〈の資金援助を得ている。
46)組問郎 ofthe白沼ra18lXi ()Ja.rter ly伽 Irts， Jul. 5 1762. 





J1H)紛 7utesof 臼Irtof 従r官印rs，Ser>. 2H17部，.!L汎 J1 176 L C. A ~tlωl川中 Cl ι ， f)!1. f)g， 0 l.
49)CJristopher A Whatley， O{J. ciι， pp.54う5.S. G， Checkland， qJ. ciι， pp.214-215. この時期に域内
の商工業者が直面した最大の問題は資金不足の問題であり その原凶は特に貿易赤字の問題で
スコットランド域内の貴金属貨幣の保有量がかなり減少してきたことに求められる。
回')AαXXlI1tof伽 S臼tθ ofall ぬ α理W1ysJi:油企UIl30必ty17fXJ to 30 J佐ty1761. Profi t 8lXi ωss 
Aα:ount f'rao 30 M1y 1沼lto30J佑LY1764. 17ぽ)年度のやJ~会総額 f4:あ l のうちに，利子収入はわず
かr675に止まっていたが， 3年後の 1763年度には，利子関連の利益は利益総額f5(郎のうちに，
f4311を占めるほと.の増加ぷ 1)を示している。
51)地nutesof白川ofn立をむωrs， Nov.2i日175:3， Scp. Ls17~. 組nutesofthe白JeTBland Qxu-terly臼.rts.
Jul.!1 17o2. 
~2) lJinutes of白川 ofDiT町ωr可 0:1. 2f1 1747， Apr. If) 1 74R， トわv.14，17日.
53)佐nutesof臼Irtof庇r配 tors， Aug.26 1762. 
日)ぬrterof tJ貯金2・tishL立7eI1(l理問ty; 1716， p.1.設立特許状の規定によると， BLCは手形や
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債券の発行を通じて，資金を調達することができる。




;xj)佐nutesof白川 of1丘町的rs， I¥pr. L 17'17.じ.J¥. Malcoln~ OfJ. ci t， p.12.ロンドン市場では，特に
同じスコッ卜ランド域内の亜麻製品の販売を取り扱っている亜麻布販売商 dalcrがBLCの強
力な競争相手であったの
57)A. ].Dwic， O{J. ciι， (1979)， p. 6， 79. 
部)I LIlam i I Lon， O{J. c iι， (1明治)[). 1α). C. A. Mal∞Jm， O{J. cit， [).ω. 








62)じ.A. Mal∞l川 O{J.ci t， p. 48-49. カナダ向けの輸送船隊は途中J毎賊の難に遭い，商品が全部略奪さ
れた一方，スペインへの亜麻布輸出販売も大きな損失を被ったのである。
63)組問郎 of臼Irtof庇r官加rs， Auι3 1758. 
61) Ibid，ぬr.211762. 
侃)姐nuteso[ the臼Jeral.and ()Ja.rter lyωIrt耳 Jlm.4，Ixx:.:1 17&1. 17例年に不良債権の償却が行わ
れ，それを受けBLCの資本価値Stockは元来のf46287からJ::24274まで急減した。




67)佐nutesof似 Irtof 1丘町向r.s;Auι3，トむv.16 1758. 
~) Jbid， r-bv. 16 1758， Dec. 20 1759， Jan. 31 17ω. プレストンでの亜麻糸販売はマンチャスターとリ
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パプールのそれより大きな売上実績を上け.た。
6~) Jbid， Nov. 16，恥c.71758. マンチャスターへの亜麻糸販売活動は，亜麻糸の委託販売を申し込ん
だ現地商人の倒産によって中止した。
70) Ibid， Nov. 161758，民c.201759. 
71) j伽 utesof the白Jera]and (JJa.rter ly臼Irts， Sep. 5 1768. A. .T!¥l_r i e， op. c i (.， (1979) p.ω. 飯塚，
前掲書，214一215頁。 BLCによる/'¥イランドでの紡績事業経営は 1769年まで続いた。その後，i併合
所領管理理事会JIhtrd 0[" Anncxcd ~~c; tatcs (j 1791年までその経営管理を引き受けていたが，それ
も結果的に不成功に終わってしまったのである。
72) Jbid，比l.r.3 1763. C. ^-~lcolm，伊 ciL ， pp.50.赤字経営が続〈状況の中で， 1763年に取締役のー
人が会社を解散する動議さえ提出した。
73) A. J [)J.rie， 0fJ. ci L， (1979)印.115.亜麻布製造業者や商人への貸し付け，販売先への販売代金の信
用貸し，そして手形の割引など， l ¥ずれも多額の利子収入を得られる金融業務であった。





75)佐nutesof the白誼aland (JJa.rter ly白Irts， J肌 617日.マ力ロックとの合同事業契約の全文は
1763年6月6日付けの出資者総会議事録に収録されている。
76) fbid， Jun.6 1763.設立特許状で定められている事業目的に反することと，不良債権額や株時価
などの財務状況がまだ開示されていないことを理由にして，グレンケルン伯たちは従来の事業方
針を変更し，マ力ロックと合同事業契約を締結することに反対していたのである。
7)佐nutesof Court of D丘町臼r可M-'1r.:117o1 C. ^-M:ll co1 m， O(J. r: i t. ，同).f).T行6.グレンケルン伯たちの
抗議はどういうふうに収められたかに関しては， BLCのすべての公刊資料の中で何の言及も見
出させなし、。ただ， 1763年3月5日付けの取締役会の議事録で，取締役会と AllanWhi tefordやTh∞邸
ooycsを代表とする「出資者委員会Jωrrnjttcc of Proprictorsが会社側としてマ力ロックと合同
事業契約を締結したという内容が示されているだけである。
7H) fhirL， SPfl.:1， Ixx~. :1 1 7n:~， M8r.:1， ]un.4 17M. C.A. Mn.leolrn， qJ. ci/.， pp.同，附.なぜ取締役会は自ら
の方からマカロ yクとの合同事業を廃棄したのかその原因は定かではない。しかし，恐らく合同
事業の実験期間中に出資者総会の方から財務状況調査委員会が組織され，その委員会によってマ














回)'Short V i 0N of thc i凶 cprcscntlyωrrγcd∞by thc British Lincn ωrq:xmy" ， Minutes of the白Jeral
and ()Jarterly wurts， lk.:~ 1704. 






8.'5) !bid J この場合に，亜麻布関係業者への前貸し分はサルトン漂白場に預けている亜麻布の時価
総額の:1/4以内に限定されている。
部)c.九比lcol川 0/).ciL， p.72. 事業資金の貸し付けに関しては，最初は「個人信用Jperωmel 
securi Lyが審査基準になっていたが 後に関係業者の倒産の多発によって 借りる側の所持手形
が貸し付け申請の可否を判断する基準となった。





8)必ηvtesofωut of Dir町的rs， Jul. 15 1756. 1756年 7月 15日付けの取締役会の議事録によると，
取締役会はハテザイントンHaddi昭tonの粗製羊毛製造業者 T紅寸凶 W∞1Manufactoη からの総額約
f2仰の預け入れ申請を受け入れた一方，同預金残高に対して年率 4%のやl子を与えることも決
めたのである。
89)C. A Malco1m， op. cit， p.174. この時期に地方金融代理人が置かれていたのは， ダンディー
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p. 1 J斤1R.
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91)C. A Malcolm， op. cit， p. &1-00. S. G.σ1cck1and， op. ciι， pp.215，お1.
%) fh id， Jl.SO. S. C. (.heck I fild， 0fJ. c iι， Jl IIR-121~ 北，前掲書， 132， 1:Y'i， 142-14:1頁。資金不足の問








%)Minutes of the Genera1 and Q..Jarterlyωurt， Sep. 5 1768，ぬr.21772. なお，サルトン漂白場の売
却の詳細に関しては，第 3節;主21を参照。
97)組問tesof似 Irtof D立政臼rs， J肌 28，Jl肌 24170. C. ^-Malcolm，伊lcj[.， pp.飴も7.亜麻布生産
の関連事業から完全に撤退した後， BLCは 17~ 年代まで亜麻布取引所Linenlalの運営を通じ
て，間接的に亜麻布の販売活動に携わっていたが，当取引所の運営も優れた販売実績をよけ.ら
れず，最終的に 1791年にアレン商会IkViωr，Allan & Co.に売却したのである。
明)じ.A.地Ico I m， O(J. c i L， 1)1). 71， 77-7H. 
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